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1．　 ま え が き

中部支部研究委員会の 紹介

From 中部支部

表一1　 地 盤工 学研究委 員会

　今 回，八 つ あ る中部支部 の 部会 （委員会）の 中か ら三

つ の 研究委員会に つ い て ， 発足 とな っ た 経緯 を 含め て 平

成 7 年度 か ら平成 9 年度 まで の 活動内容を紹介させ て

い た だ くこ とに した。中部支部 で取 り組んで きた，また

は 引 ぎ継 い で 行 っ て い る 内容 を，少 しで も他支部の 会員

の 皆様 に ご理 解い た だ け れ ば 幸 い で あ る。

2． 地盤工 学研究委員会

　地盤工 学研究委．員会 （委員長 ： 河 邑　眞 （豊橋技術科

学 大 学 ），委．員28名） で は，内外の 新進気鋭 の 研究者 を

招 き，地 盤力学
・地 震工 学 に関 す る最 先 端 の 研 究 成 果 に

対 す る講演会 を平成 7 年度 に 4 回 企 画，実施 して きた 。

前身 は ， 平成 2 年度 よ り続い た 「地 盤 工 学 に 携 わ っ て

い る 実務家 と研究者 の交流 の 場 と して の 『土 質工 学研究

委員会』」 と，「純 粋 学 問 的 な討議 を 深 め るた め の 『土 質

力学研究委員会 』」 で あ り，イ ブ ニ ン グ セ ミ ナー
ス タ イ

ル を受け 継 ぐ形 で あ っ た。しか し，平成 8年度よ り運

営方法を変更 し，「地盤 に 関係 した 環境
・
防 災 問題」 を

メ イ ン テ
ーマ に お き，研究委．員会 として 新 た に 活動 を 開

始 した。当研究委員会 は，無 数 に 存在 す る 自然 斜 面 や 土

木構造物の安全 性，環境 と の調和をシ ス テ マ チ ッ ク に 点

検す る こ と も必 要 との 背景か ら，中部地 区 に おけ る地盤

に 関連 した環境 ・防災の 問題 に つ い て 事例 を収集 し ， デ

ー
タベ ー

ス 化 して 問題 に 共 通 す る要素 な ど を整理 分析す

る と と もに，広域 の 問題 を シ ス テ マ チ ッ ク に 検討 す る 際

に 有用 な 地理 情報
．
ン ス テ ム （GIS ） の 利用 方法 に つ い て

議論する こ とに重点を置 い た もの で ある 。

　平 成 7 年度 か ら 9 年度 に か け て 地盤 工 学研究会 が発

信 した 「地 盤 に 関係 した 環境
・
防災問題 と GIS の 利用 」

に 関 す る 研究情報 の 内容 に つ い て ，表
一 1 に 紹介す る。

3． 濃尾 地盤研究委員会

　平 成 4 年度よ り，地 盤工 学会 の 本部 に r堆積環境が

地 盤特性 に及ぼす影響 に 関す る 研究委員会 （委員長 ： 国

立 環境研究 所　陶野郁雄）』 （以 下 で は 堆積環境委員会 と

略記す る）が設置される に 伴 い
， 東京

・
名古屋

・九 州 の

各地 区 で 部会が 設 け られ，各地域 ご との 沖積地盤 の 堆積

環境 とそ の 工 学的特性を 調査す る こ と とな っ た。名古屋

地 区 部会 は，24名 の 委員 （委 員長 ：松澤　宏 （元名古

屋大学）） で 構成 ， 理 学 と工 学 ，産 ・宮 ・学 と い っ た ，

October，1998

地 盤 力学
・
地 震工 学 に 関 す る 先端研 究情報 紹介 〔平成 7年 度 講 演 会

の 内容）

〔1）地盤力学 におけ る変形の局所化現 象の解析法 （Michigann　 Techni−

　 cal　University，　Prof．　E ．C．Aifantis，平 成 7 年 4 月27 日 講演）

  ニ ュ
ー

ジ
ー

ラ ン ドに おけ る地 震活 動の 特 徴 と地盤破 壊事 例 の 紹介

　 （University　Qf 　Canterbury，　Prof．　Johon　B ．Berrill，平成 7年 7 月28

　 日講演）

〔3）兵庫県南部地震 に おけ る港湾構造 物の 被 害 につ い て （運輸省 港湾技

　術研究所，地震 防災研究室長　上 部達生，平成 7年10月27日講演，

C4）地 盤 破 壊の 三 次 元 的評 価 に つ い て 一二 次元 弾塑性 FEM の実 際問題

　 へ の 適用事例
一．

〔群馬大 学，教授 　鵜飼 恵三 ，平成 8 年 1 月26日

　 講演）

（5）比 抵 抗映像法の 適用 例 （応用 地 質，探査 工 学研 究所　エ レ ク ｝
．
冂 マ

　グネチ ッ グ グル
ー

プ課長　島　裕 正，平 成 8 年 1 月26日講演）

地 盤 に関係 した環壗 ・防災問 題に つ い て の 硬究事 例
一

そ の 1− （平成

8 年度 委員会話題提供 内容 ）

（1）衛星画像処理 の 事 例紹介 （豊橋技 術科学 大学，助 教授　 河邑　眞，
　 平成 8 年 8 月30日話題提供）

  地盤環境問題 に つ い て の 事例紹 介 （大 同工 業大学 ．助教 授　大東憲

　二 　平成 8 年10 月30 日話題提 供）

  衛星デ
ー

タ か らみた斜面崩壊形態 とその 特徴抽 出手法 （豊橋技術科

　学大学，助手　辻 于裕二 ，平成 8 年12月 6 日話 題提供 ）

  堆積環境 と土質柱状 図 （名城大学，助 教 授　板橋
一

雄，平成 8 年

　 12月 6 日話題 提供）

（5）土 壌環境 に関わ る 環境基準か らみ た 土 壌の 基礎性 状 に つ い て （中部

　 電力，電力技術研 究所 構築 グル
ー

プ研究 副主 査　長谷 川英明，平成

　 8年 12月 6 日話題提供 ）

  廃棄物の 再利用 と地盤 環境一建設 汚泥 を 中心 に　 〔建設 省中部地方

　建設局，中部技術 事務所 技 術情報 課長 　小川 伸
一，匸F成 9年 1 月

　 30日話題提 供〉

  瀬戸市 にお け る地 形お よび 水 系の 調査 に つ い て 〔都市整 備公団中部

　支社，再開発部設 計課 長　小栗利 宏，平 成 9 年 1 月30 日話題提供）

C8）地盤情 報 を利 用 した 地震防 災 GIS の 実 例 〔名古 屋 大学，教 授　福

　和伸夫，平成 9 年 1 月30日話題提供）

（9）持 続可 能 な 発展 を 支 え る 環 境 地 盤工 学 （中部 大 学，教授 植 下

　 協，平成 9年 2 月21日講演）

  地下 水 と地 盤環境 （大 同工 業大学，助教授　大東憲二 ，平成 9年

　 2 月21日講演）

地 盤 に関 係 した環 攬 と防 災 の 問 題 に つ い て の 研 究 事例
一

そ の 2− （平

成 9年度委 員会話題提供 内容 ）

ω斜面要因 にみ あ う有効雨 量 の 算定 （中部 大学，助教授 杉井俊夫，
　 平成 9 年 5 月3  日話題提供）

〔2）簡 易液状化予測 手法に 関す る
一

考 察 〔岐 阜工 業高等専門学校，助教

　授　吉村優治 ．平 成 9 年 5 月 30目話題提 供 ）

  国際連 合地域 開発 セ ソ タ
ー

に お け る GIS 研究 〔国際 連合地 域開発

　セ ン タ
ー

t 谷 口 仁士，平成 9 年 5 月30日話題提供）

（4＞地 震 防災 GISに つ い て （名古屋 大学，教 授 　福 和伸夫，平 成 9 年

　 8 月29日話題提供）

  コ ン ピュータ ー
を用 い た 災害管理 （地震 防災 GIS）（国連地 域開発

　 セ ン タ
ー，防災部 主幹 小川雄 二 郎，『

z
成 9 年 8 月29 日話 題提供）

（6）地盤工 学研究委 員会報告会 （
」
ド成 10年 1 月 30日開催）
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支部ねっと

異 な る分野の メ ン バ ーが集ま り ， 濃尾 地 盤 を 対象 と して，

意 見交換
・
情報交換，あるい は，丁 学的問題や理 学的問

題 を解決 す る た め の 方向性 を探 る 研究委員会 とな っ て い

っ た。中部 の 稲沢地域 は，濃尾平野の 中央部 に あ た り，

縄 文 海進 の 最大 海進時 の 海岸線付近 に 位置 して お り，興

味ある対象地域 で あ っ た 。 ま た稲沢市 は 以前 か ら地 震防

災対策 の た め に地 盤調査資料 を数 多 く収集 して お り，そ

の デ
ー

タ を提供 して い た だ くこ とに よ り，稲沢地 域の 沖

積地 盤 の 堆積 過 程 ・堆 積 環 境 の 解 明 と地 盤 τ学 的特 性 と

の 関連 に つ い て ，明 ら か に す る こ とが で き た。こ の 堆積

環境委員会 は ，各 地 区 部会 の 報告 と募集 した 論文13編

をも と に して ， 平成 7年 5 月 に r堆積環壕 が 地 盤特性

に及ぼす 影響 に関す る シ ン ポ ジ ウム 』 を開催 し，成功裡

に 終了 した。しか し，こ の 名占屋地 区部 会 で は，研究 委

員会継 続 を希望 す る声が 多 くあ が り，委 員全員の 総意の

も と，平成 7年度 か ら，『濃尾 地 盤研 究 委員会 （委 員

長 ：板橋
一

雄）』 の 設置が 認 め られ，活動が開始された。

　当研究委員会 の 最初 の 目標 は，堆積環境委員会 の 報告

を 更に 磨 き上 げ る こ とで あ っ た。ま た，報告書 を作成 す

る議論 の 中 で，「市民 に 地 盤 を理 解 して い た だ く市民 向

け パ ン フ レ ヅ ト」 の 作成 を稲沢市 よ り依頼さ れ た 。 折 し

も，阪神
・
淡路大震災の 直後 で もあ り，市民の 皆様 に 自

分達 の 地 盤 を知 っ て い た だ くの は 良 い 機会で あ る と考 え，

1 年間の 委員会活動 の 結果，「稲沢 の 地盤」 ならび に 「い

な ざわ の 地盤
〜
私 た ち の 住む 街 の 地 盤 を考 え て 見 ま せ ん

か〜 （稲沢市）」 を発刊 した。特 に，後者は 中 日新聞 （平

成 8年 5月 11 日 ）に も取 り上 げ ら れ ，学 会活動の
一

部

が
一

般市民の 方 々 に 知 っ て い た だ くよ い 機会 と な っ た。

　前者の 内容 は，堆積環境と地 盤 の 工 学的性 質の 形成 ，

濃尾平野の 地形
・
地質，濃尾平野の 地盤形成史，標準貫

入試 験試 料 の 観察マ ニ ュ ア ル ，理 学 ・工 学 の 用 語解説 な

どが 含 まれ，また理 学
・
工 学 の 境界 を越 え た 内容 も含 ま

れ て い るた め ，本 委 員 会 で は ，研 究 成 果 の 支 部 会 員 へ の

還元を 目的 と して，講習会を企画 した。報告書作成 に 中

心 的な役割 を果 た して い た だ い た 方 々 に講師を お 願 い し，

平成 8年 11月29日 に は 「濃尾平野 の 形成過程 と沖積層

の地 盤工 学 的特性 〜稲 沢地 域 を例 と して 〜」 と題 した 講

習会 を開催 した。当 日 は 全国 か ら133名 の 参加 者が あ り，

支部 主催 の 講習会 と して 成功 を収 め た。平 成 8 年度 か ら

は，建設省 ， 日本道路公団 ， 中部電力  な どか ら，地 盤

情報 に 関す る資料 の 提供 を 受 け，研究 に利用させて い た

だ い て い る。特 に，道 路 公 団 か らは 濃尾 平 野 臨海 部 で採

取 され た 標準貫 入 試験試料の 提供を受け ，詳細な 工 学情

報 （粒度，液性 ・
塑性 限界）な らび に理 学情報 （貝化石

・
火山ガ ラ ス

・
珪藻

・
電気伝導度

・
pH

・
帯磁率）を委

員の 方 々 が 分析 して お り，濃尾 平野臨海部 を 対 象の 地 盤

を理 学 と工 学 の 両面 か ら明 ら か に す る 活動 を 進め て い る。

4． 地震時地盤挙動研究委員会

　阪神 ・淡路大震災後，地盤 工 学会 で は調査委員会が作

ら れ 3年 に わ た り 調査 が 行 わ れ た。中部 支部 で も，

1995年 3 月 に 緊急報告会 を 三 の 丸 会館 で 行 っ た。報告
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会 の あと，中部支部で も地震 に よる地盤災害 に 関す る研

究 をバ ッ グ ア ッ プ す る よ うな 研 究委員会 が 必 要 で は な い

か と い う機運 が 幹事 や 参 加 者 の 間 で 高 ま り，そ の 年 ，

28名 の 委 員 （委 員 長 ： 岡 二 三 生 （元 岐阜大学）） に よ っ

て 当委員会 が 設置 さ れ た。当委員会の 目的 は，兵庫県南

部地震 ク ラ ス の 直下型地震 を念頭 に 置 き ，
こ の 方面の 研

究者 や技術者 へ の 研究技術情報の バ ッ クア ッ プ と比較的

地 震地 盤 工 学関係の 研究 者 の 少な い 中部で の 情報 の 収集

と解析法 の 開発 で あ り，な るべ く多 くの 地震防災関係の

事 例 を勉 強 す る こ とで あった。こ の た め ，特 に地 盤工 学

会中部支部管内の 自治体，国連地域開発セ ン タ
ーか ら も

委員 と して 参 加 い た だ い た 。 第 1 回 研 究 委員会で の 杉

戸真太委 員 〔岐阜大学） に よ る兵庫県南部地 震 の 強震記

録 の 解 析 の 話 題 で は，貴重 な 強 震 デ
ー

タの 記録 や 神戸市

の ポー
トア イ ラ ン ドで の 鉛直ア レ

ー
記録や 関西 電 力 の 鉛

直ア レー記録解析な ど，精力的 に行わ れ た 解析 に つ い て

報告された。特 に，ポー
トア イラ ン ドの 記録 の 方向補正

に関 して は，重要 な 解析 が 早期 に な され た の は重要で あ

っ た。当委 員会で は 中部地区で の ，活断層 に基 づ く地 震

動の 想定 や 液状化予測 法 が 重要な検討課 題 とな っ て お り，

ガ ス や電力な どの 公共事業体 の 方 に も積極的 に参 加 して

い た だ き，パ イプ ラ イ ン な どの 耐 震解析法 の 現状や課題

も取 り上 げ て い る 。一
方，自治体 が 取 り組 ん で い る都市

地震防災 につ い て は，先進 自治体と して，静 岡 県の 取組

み の 検討 の ほ か ， 国際的な地震防災 の 関係 に も 日を 向け ，

1997年イ ラ ン 地震災害や メ キ シ コ の 取組 み な ど も検討

さ れ た 。 ま た，地震時地 盤挙動 の 基礎データ と して の 地殻

変動計測 の 基礎 で あ る Global　Positioning　System の 講

義 も勉強会 や地 盤 データベ ー
ス か ら の報告，鹿児島県北

西部地震 に つ い て も素早 い 現地調査報告も行われた。こ

の よ う に 当委員会 で は，地震時地 盤 の 挙 動の 解析法な ど

の 狭 い 研究範囲 に と ど ま ら ず，国 内外の タ イ ム リ
ーな 地

震 災 害調 査 報 告，自治 体 な どの 地 震 防 災 へ の 取組 み な ど

基礎的な，また 実際的な問題 に つ い て 検討 を深 め て きた。

5．　 あ と が き

　地 盤 工 学研究委 員会 は 平 成 10年 3 月 に 終 了 し，濃尾

地 盤 研究 委 員会 （委 員長 ： 板橋
一

雄） と 地震時地 盤 挙動

研究委 員会 〔委 員長 ；杉戸真太）は ，平成 10年度 か ら

2期 目を引き継 ぐか た ち で 活動を開始 して い る 。 また 今

年度か ら信州地域 の 地 盤 に 関す る研究 を主 た る 目的 とし

た 信 州 地 域 地 盤研 究会 （委員長 ：小 西 純
一 （信州 大学））

を新た に 発足 し，地 域 の 活 性 化 を 図 っ て ゆ く。

　な お，本 内容 は 昨年中部支部40周年記念誌 「中 部支

部 の あ ゆ み 」
1〕に 記載 さ れ た内容 を 再編 した もの で ある。

ご協力 い た だ い た関係者各位，記念誌 の 編集を ご担当 し

た 杉井俊夫 先 生 （中 部 大 学 ）に 感謝 の 意 を表 します。

　 　 　 　 　 　 　 　 引　 用　文 　献

1） 地 盤工 学 会中部支部 編 ： 中部支部 の 歩み
一

設立 40周 年記

　 　 念
一，pp．22〜27，1998 ．

（文責 ： 中野正樹　名古屋大学）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （原稿受理 　1998．8．3）
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